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原
下
爆
弾
の
投
下
に
よ
っ
て
一
瞬
、
廃
壇
と
化
し
た
長
崎
医
科
大
学
は
学
長
角
尾
晋
以
下
、
職
員
学
生
八
百
五
十
余
名
が
殉
難
し
、
校
舎
、
病
棟
の
倒
壊
炎
上
を
み
、
書
類
簿
冊
、
機
械
器
具
そ
の
他
殆
ん
ど
一
切
の
施
設
は
徹
底
的
な
破
滅
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
医
学
教
育
は
全
く
麻
痺
し
、
且
つ
医
療
施
設
も
窮
乏
の
中
に
復
興
を
希
望
し
つ
つ
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
行
っ
た
。
原
子
爆
弾
投
下
前
後
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
十
月
二
十
二
日
発
行
の
『
追
憶
』
（
原
爆
十
周
年
記
念
出
版
委
員
会
編
集
兼
発
行
）
を
参
照
頂
く
と
し
て
、
こ
こ
に
は
省
略
す
る
が
、
大
学
本
部
は
従
来
の
医
科
大
学
の
建
物
の
倒
壊
、
焼
失
に
よ
り
外
科
教
室
の
焼
跡
の
一
隅
に
移
さ
れ
、
翌
日
、
教
授
古
屋
野
宏
平
は
重
傷
の
学
長
角
尾
晋
の
嘱
に
よ
り
、
後
事
を
取
扱
い
、
負
傷
者
の
収
容
、
殉
難
者
の
埋
葬
並
び
に
調
査
、
遺
族
と
の
連
絡
に
尽
粋
し
た
。
そ
し
て
医
療
に
従
事
で
き
る
人
は
皆
医
師
の
本
分
を
尽
し
て
負
傷
者
の
診
療
を
行
っ
た
の
で
あ
る
，
同
月
十
一
日
、
長
崎
の
被
害
に
対
す
る
復
興
協
議
会
が
立
山
町
長
崎
県
庁
地
下
室
で
開
か
れ
た
の
で
教
授
古
屋
野
宏
平
も
参
加
し
た
。
八
月
二
十
二
日
、
学
長
角
尾
晋
が
捜
し
、
翌
二
十
三
日
に
は
収
容
中
の
負
傷
者
を
新
興
善
国
民
学
校
そ
の
値
へ
移
し
、
且
つ
大
学
本
部
も
市
内
桜
町
長
崎
商
工
会
議
所
二
階
に
移
し
て
、
生
き
残
っ
た
幹
部
と
大
学
の
再
建
に
つ
い
て
協
議
し
、
一
、
大
学
本
部
を
長
崎
市
に
置
く
こ
と
、
二
、
低
学
年
学
生
を
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
へ
、
薬
学
専
門
部
生
徒
は
佐
賀
高
等
学
校
に
委
託
教
育
す
る
こ
と
、
三
、
高
学
年
学
生
は
大
村
の
元
海
軍
病
院
に
収
容
し
て
講
義
並
び
に
診
療
を
な
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
八
月
十
目
、
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
受
諾
が
御
前
会
議
で
決
定
さ
れ
、
十
五
日
に
は
日
本
の
無
条
件
降
伏
を
宣
言
し
た
天
皇
の
終
戦
放
送
が
行
わ
れ
、
同
日
、
本
部
に
お
い
て
終
戦
に
つ
い
て
古
屋
野
教
授
が
教
職
員
学
生
に
訓
話
し
た
。
な
お
、
八
月
中
に
は
教
授
古
屋
野
宏
平
は
学
長
事
務
取
扱
に
補
せ
ら
れ
、
教
授
調
来
助
は
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
、
教
授
高
瀬
清
は
附
属
図
書
館
長
一802一
に
補
せ
ら
れ
て
、
前
記
の
よ
う
に
災
厄
を
逃
れ
た
教
授
、
学
生
、
看
護
婦
、
職
員
を
率
い
て
大
学
復
興
に
努
力
し
た
。
　
然
し
終
戦
に
伴
う
教
育
措
置
は
終
戦
と
同
時
に
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
終
戦
放
送
の
翌
十
六
日
、
文
部
次
官
、
厚
生
次
官
は
地
方
長
官
、
学
校
長
に
当
て
て
「
動
員
解
除
二
関
ス
ル
件
」
を
達
し
、
　
コ
般
工
場
事
業
地
二
出
動
中
ノ
男
子
学
生
ハ
各
般
ノ
管
勢
ヲ
勘
案
シ
現
地
関
係
機
関
ト
連
絡
ノ
上
可
及
的
速
カ
ニ
動
員
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ト
シ
帰
校
ノ
上
晴
耕
雨
読
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
等
貴
官
二
於
テ
適
当
ノ
措
置
ヲ
ト
ラ
ル
ベ
シ
」
と
云
っ
た
が
、
附
属
薬
学
専
門
部
の
動
員
学
徒
も
三
菱
電
機
製
作
所
（
飽
の
浦
）
、
　
日
本
窒
素
水
俣
工
場
（
熊
本
県
葦
北
郡
水
俣
）
、
　
武
田
製
薬
株
式
会
社
吉
富
工
場
（
福
岡
県
築
上
郡
吉
富
町
）
、
　
田
辺
製
薬
株
式
会
社
小
野
田
工
場
（
山
口
県
小
野
田
市
）
に
あ
っ
た
の
で
、
七
月
に
帰
学
し
た
も
の
を
除
い
て
、
間
も
な
く
帰
学
し
た
。
そ
し
て
終
戦
事
務
を
取
扱
う
べ
き
東
久
遭
宮
内
閣
が
組
織
さ
れ
、
新
日
本
建
設
の
希
望
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
混
沌
と
し
た
複
雑
な
社
会
的
要
素
は
こ
の
後
数
年
間
、
引
続
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
文
部
省
の
示
し
た
「
新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針
」
の
序
文
に
「
丈
部
省
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
デ
ハ
戦
争
終
結
二
関
ス
ル
大
詔
ノ
御
趣
旨
ヲ
奉
体
シ
テ
世
界
平
和
ト
人
類
ノ
福
祉
二
貢
献
ス
ベ
キ
新
日
本
ノ
建
設
二
資
ス
ル
ガ
為
メ
従
来
ノ
戦
争
遂
行
ノ
要
請
二
基
ク
教
育
施
策
ヲ
一
掃
シ
テ
文
化
国
家
、
道
義
国
家
建
設
ノ
根
基
二
培
フ
文
教
諸
施
策
ノ
実
行
二
努
メ
テ
牛
ル
」
と
云
っ
て
あ
り
、
そ
の
方
針
と
し
て
は
「
大
詔
奉
体
ト
同
時
二
従
来
ノ
教
育
方
針
二
検
討
ヲ
加
へ
新
事
態
二
即
応
ス
ル
教
育
方
針
ノ
確
立
ニ
ツ
キ
鋭
意
努
力
中
デ
近
ク
成
案
ヲ
得
ル
見
込
デ
ア
ル
ガ
今
後
ノ
教
育
ハ
益
々
国
体
ノ
護
持
二
努
ム
ル
ト
共
二
軍
国
的
思
想
及
施
策
ヲ
払
拭
シ
平
和
国
家
ノ
建
設
ヲ
目
途
ト
シ
テ
謙
虚
反
省
只
管
国
民
ノ
教
養
ヲ
深
メ
科
学
的
思
考
力
ヲ
養
ヒ
平
和
愛
好
ノ
念
ヲ
篤
ク
シ
智
徳
ノ
一
般
水
準
ヲ
昂
メ
テ
世
界
ノ
進
運
二
貢
獄
ス
ル
モ
ノ
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
シ
テ
居
ル
」
と
述
べ
、
且
つ
教
育
の
体
勢
と
し
て
は
「
決
戦
教
育
ノ
体
勢
タ
ル
学
徒
隊
ノ
組
織
ヲ
廃
シ
戦
時
的
教
育
訓
練
ヲ
一
掃
シ
テ
平
常
ノ
教
科
教
授
二
復
帰
ス
ル
ト
共
二
学
校
二
於
ケ
ル
軍
事
教
育
ハ
之
ヲ
全
廃
シ
尚
戦
争
二
直
結
シ
タ
ル
学
科
研
究
所
等
モ
平
和
的
ナ
モ
ノ
ニ
改
変
シ
ツ
ツ
ア
ル
」
と
し
、
教
職
員
に
対
す
る
措
置
、
学
徒
に
対
す
る
措
置
、
科
学
教
育
、
社
会
教
育
、
青
少
年
団
体
、
宗
教
、
体
育
や
交
部
省
の
機
構
改
革
な
一803一
　
　
　
第
十
一
節
　
　
原
子
爆
弾
投
下
後
の
長
崎
医
科
大
学
ど
、
種
々
の
戦
時
体
制
か
ら
平
和
体
制
へ
の
切
替
え
が
目
途
さ
れ
た
。
八
月
二
十
八
目
、
発
専
第
二
八
号
と
し
て
、
・
丈
部
次
官
は
地
方
長
官
、
学
校
長
宛
て
に
通
牒
を
発
し
、
　
「
時
局
ノ
変
転
二
伴
フ
学
校
教
育
二
関
ス
ル
件
」
が
達
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
記
の
一
に
「
学
校
（
女
子
ノ
学
校
ヲ
含
ム
）
ノ
授
業
ノ
実
施
二
付
テ
ハ
平
常
ノ
教
科
教
授
二
復
原
ス
ル
様
措
置
ス
ル
コ
ト
、
学
生
生
徒
ヲ
帰
省
セ
シ
メ
タ
ル
学
校
二
在
リ
テ
モ
遅
ク
モ
九
月
中
旬
ヨ
リ
右
二
依
リ
授
業
ヲ
開
始
ス
ル
コ
ト
」
と
示
さ
れ
、
そ
の
三
に
「
戦
災
二
因
リ
未
ダ
授
業
開
始
ノ
目
途
樹
タ
ザ
ル
学
校
二
在
リ
テ
モ
関
係
諸
機
関
ト
連
絡
ノ
上
校
舎
設
備
並
二
教
職
員
学
徒
ノ
宿
舎
ノ
調
達
等
ヲ
図
リ
叉
ハ
授
業
ノ
委
託
ノ
方
法
ヲ
講
ズ
ル
等
成
ル
ベ
ク
速
二
平
常
ノ
教
科
教
授
ヲ
開
始
ス
ル
コ
ト
ニ
努
カ
シ
差
当
ツ
テ
ハ
食
糧
ノ
増
産
等
ノ
作
業
二
当
ラ
シ
ム
ル
等
適
宜
ノ
措
置
ヲ
講
ズ
ル
コ
ト
、
右
二
関
シ
テ
ハ
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
二
在
リ
テ
ハ
学
校
集
団
二
於
テ
克
ク
互
助
力
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
コ
ト
」
と
述
べ
て
あ
る
。
新
日
本
建
設
の
理
想
も
俄
か
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
特
に
長
崎
に
あ
っ
て
は
、
甚
だ
し
い
被
害
を
受
け
た
後
の
こ
と
で
あ
ワ
、
教
育
施
設
も
、
叉
、
教
材
、
教
職
員
、
学
生
、
職
員
等
々
殆
ん
ど
を
失
っ
て
了
っ
た
医
科
大
学
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
復
興
に
は
多
年
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
　
九
月
二
目
、
ミ
ズ
リ
ー
号
上
に
お
い
て
重
光
葵
及
び
梅
津
美
治
郎
の
連
合
軍
に
対
す
る
降
伏
文
書
調
印
が
行
わ
れ
た
の
も
、
日
本
を
改
変
す
る
条
件
で
あ
っ
た
が
、
九
月
四
日
、
勅
使
久
松
侍
従
は
永
野
県
知
事
及
び
鈴
木
警
察
部
長
及
び
菅
野
内
務
部
長
を
伴
っ
て
来
学
し
、
学
長
に
御
慰
問
の
詞
を
賜
り
、
且
つ
「
大
学
復
興
に
尽
力
す
る
よ
う
」
と
教
学
復
興
の
激
励
を
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
教
授
佐
野
保
は
東
上
し
て
文
部
省
と
連
絡
に
当
っ
た
。
　
同
月
下
旬
、
長
崎
経
済
専
門
学
校
校
舎
内
に
大
学
本
部
及
び
附
属
医
院
の
事
務
部
を
移
し
、
再
建
事
務
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
同
月
、
交
部
属
白
方
之
次
は
事
務
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
九
月
二
十
四
日
、
終
戦
処
理
の
た
め
厚
生
省
顧
問
が
勅
命
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
戦
争
終
結
へ
の
道
が
漸
く
整
備
し
た
。
本
学
で
は
教
官
、
学
生
等
数
十
名
が
大
村
元
海
軍
病
院
に
参
集
し
た
。
二
十
六
日
に
は
、
文
部
次
官
は
発
専
二
二
〇
号
を
以
て
、
「
校
友
会
新
発
足
二
関
ス
ル
件
」
を
地
方
長
官
に
宛
て
て
通
牒
を
発
し
、
学
校
報
国
団
の
改
組
を
関
係
学
校
長
宛
に
示
達
す
る
よ
う
達
し
た
。
そ
一804一
の
趣
旨
は
「
終
戦
二
際
シ
従
来
ノ
学
校
報
国
団
ハ
之
ヲ
新
シ
キ
見
地
二
立
チ
タ
ル
校
友
会
二
改
組
シ
学
校
ト
表
裏
一
体
タ
ル
関
聯
二
於
テ
学
校
教
育
ノ
補
充
的
機
能
ヲ
発
揮
シ
愈
々
校
風
ノ
振
作
ヲ
図
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
云
っ
て
あ
り
、
そ
の
五
条
に
よ
っ
て
「
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
ハ
本
省
二
」
そ
の
改
組
の
終
了
と
新
規
則
の
報
告
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
八
月
二
十
四
日
、
発
動
二
〇
号
「
学
徒
軍
事
教
育
並
二
戦
時
体
錬
及
学
校
防
空
関
係
諸
訓
令
等
ノ
措
置
二
関
ス
ル
件
」
が
学
徒
動
員
局
長
よ
ゆ
地
方
長
官
、
学
校
長
に
宛
て
て
発
せ
ら
れ
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
、
訓
令
第
三
〇
号
「
学
校
教
練
教
授
要
目
」
以
下
、
二
十
の
法
令
を
廃
し
、
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
の
制
度
が
全
く
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
問
の
み
に
専
念
で
き
る
大
学
教
育
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
九
月
十
九
日
、
官
体
四
七
号
を
以
て
、
体
育
局
長
は
「
武
器
引
渡
命
令
二
対
ス
ル
学
校
教
練
用
銃
兵
器
処
理
二
関
ス
ル
件
」
を
学
校
長
に
通
達
し
、
軍
用
銃
砲
．
刀
剣
・
軍
用
火
薬
を
十
月
十
日
ま
で
に
所
轄
警
察
署
に
提
出
せ
し
め
た
。
十
月
三
日
、
発
体
六
七
号
を
以
て
、
体
育
局
長
は
「
学
徒
ノ
軍
事
教
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
育
二
関
ス
ル
件
」
を
学
校
長
に
達
し
、
銃
剣
道
の
停
止
を
命
じ
た
が
、
既
に
破
局
に
陥
っ
て
い
た
本
学
で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
行
な
わ
る
べ
き
余
地
も
な
か
っ
た
し
、
軍
国
主
義
的
色
彩
は
次
第
に
大
学
か
ら
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
九
月
二
十
七
日
よ
り
大
村
元
海
軍
病
院
長
泰
山
軍
医
少
将
の
協
力
の
も
と
に
同
病
院
（
現
国
立
大
村
病
院
）
に
移
っ
て
入
院
患
者
の
診
療
に
従
事
し
て
い
た
本
学
で
は
、
十
月
五
日
よ
り
外
来
診
療
を
始
め
、
九
日
よ
り
講
義
を
開
い
た
。
一
方
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
軍
公
衆
衛
生
官
ホ
ー
ン
大
尉
及
び
本
県
市
等
の
斡
旋
に
よ
り
、
十
月
四
日
に
は
新
興
善
国
民
学
校
を
改
造
し
て
大
学
附
属
医
院
を
開
設
す
る
こ
と
を
決
し
た
。
商
工
会
議
所
よ
り
一
時
、
長
崎
経
済
専
門
学
校
に
移
さ
れ
て
い
た
大
学
本
部
も
、
新
興
善
国
民
学
校
に
移
し
た
。
　
十
月
二
十
二
日
、
日
本
教
育
制
度
に
対
す
る
管
理
対
策
の
件
が
連
合
国
最
高
司
令
部
よ
り
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
経
由
で
、
日
本
帝
国
政
府
に
対
す
る
覚
書
と
し
て
指
令
さ
れ
た
。
そ
の
一
に
「
日
本
新
内
閣
二
対
シ
教
育
二
関
ス
ル
占
領
ノ
目
的
及
政
策
ヲ
充
分
二
理
解
セ
シ
ム
ル
聯
合
国
軍
最
高
司
令
部
ハ
弦
二
左
ノ
指
令
ヲ
発
ス
一805一
　
　
　
第
十
一
節
　
　
原
子
爆
弾
投
下
後
の
長
崎
医
科
大
学
ル
」
と
云
っ
て
、
三
項
目
を
示
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
真
意
を
知
ら
し
め
、
軍
国
主
義
的
及
び
極
端
な
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
普
及
を
禁
止
す
る
意
向
を
掲
げ
た
。
叉
、
他
に
二
条
を
示
し
て
、
文
部
省
と
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
の
間
の
連
絡
機
関
を
設
け
し
め
、
教
師
の
個
人
的
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
同
日
、
連
合
軍
ア
メ
リ
カ
第
二
海
兵
師
団
の
駐
留
に
伴
い
、
長
崎
陸
軍
病
院
（
昭
和
十
七
年
以
来
、
海
外
移
住
教
養
所
に
開
か
れ
て
い
た
。
）
　
は
建
築
物
及
び
医
療
施
設
を
接
収
し
て
い
た
が
、
占
領
軍
の
管
理
下
に
長
崎
県
市
の
協
力
に
よ
っ
て
、
長
崎
慈
恵
病
院
が
発
足
し
た
。
こ
の
病
院
は
翌
年
四
月
、
日
本
医
療
団
が
移
管
し
、
長
崎
県
中
央
病
院
と
改
称
し
、
更
に
二
十
三
年
十
二
月
、
日
本
医
療
団
の
解
散
に
伴
い
、
長
崎
市
立
市
民
病
院
と
改
称
し
て
長
崎
市
の
経
営
に
移
っ
た
。
　
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
六
日
、
厚
生
省
の
改
組
が
あ
り
、
勤
労
局
及
び
健
民
局
の
一
部
は
勤
労
・
労
政
・
社
会
の
三
局
と
な
っ
た
が
、
又
、
臨
時
防
疫
局
が
設
置
さ
れ
て
徐
々
に
占
領
政
策
を
推
進
す
る
態
勢
を
整
え
た
。
　
大
学
で
は
十
一
月
二
日
に
原
子
爆
弾
に
よ
る
被
災
死
残
者
の
霊
を
祭
る
べ
く
、
合
同
慰
霊
祭
を
執
行
し
た
が
、
一
方
、
原
子
爆
弾
投
下
後
、
長
崎
医
師
会
及
び
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
の
人
々
の
行
っ
て
い
た
新
興
善
国
民
学
校
の
原
子
爆
弾
被
災
患
者
そ
の
他
の
診
療
に
代
っ
て
、
そ
の
診
療
を
引
継
ぎ
、
本
学
附
属
医
院
と
し
て
診
療
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
基
礎
医
学
教
室
は
大
村
、
臨
床
医
学
教
室
は
大
村
及
び
長
崎
に
開
設
さ
れ
、
高
学
年
の
学
生
は
長
崎
に
、
低
学
年
の
学
生
は
大
村
に
分
散
配
置
し
、
更
に
先
に
決
定
し
た
よ
う
に
、
佐
賀
高
等
学
校
、
九
州
大
学
医
学
部
に
も
配
置
さ
れ
、
教
育
の
復
興
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
一
時
は
大
村
の
元
海
軍
病
院
が
本
学
に
移
管
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
ま
で
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
十
二
月
一
日
、
医
療
局
官
制
が
公
布
さ
れ
、
軍
事
保
護
院
が
廃
さ
れ
て
保
護
院
と
医
療
局
が
設
置
さ
れ
、
陸
海
軍
病
院
と
傷
疲
軍
人
療
養
所
が
国
立
病
院
及
び
国
立
療
養
所
と
し
て
一
般
に
解
放
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
村
海
軍
病
院
も
一
般
に
解
放
さ
れ
て
、
国
立
療
養
所
と
な
る
べ
き
法
的
な
基
礎
を
生
じ
た
。
同
月
二
十
二
日
、
教
授
兼
学
長
事
務
取
扱
古
屋
野
宏
平
は
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一806一
